
表 8-中② E.FORUMスタンダード（第 1次案）：中学校技術科（北原琢也編集）

中学校技術科（方法論に関する包括的な「本質的な問い」）：

・生涯を通じて，人間が適切な生活を営むためには，技術と社会や環境はどうあるべきか。

技術科の

内容

材料と加工に関する

技術

エネルギーに変換する

技術

生物育成に関する技術 情報に関する技術

内容の本質

的な問い

・ものづくりの技術が社会

や環境に果たす役割や影

響とは何か。

・未来のエネルギーに変換

する技術は，どうあるべき

か。

・生物に技術を導入して育

成を促すとは，どのような

ことか。（山村俊介教諭）

・高度情報化社会で生きる

とは，どのようなことか。

（山村俊介教諭）
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本 質

的 な

問い

・技術室の整備と作業人数

を考慮して能率的に作業を

進めるとは1。

（山村俊介先生）

・どうすれば，環境保全と

エネルギー変換技術の在り

方を考察できるのか。

・生物の育成と導入した技

術との関係とはどのような

ものか2。（山村俊介先生）

・より利活用の高いネット

ワークに参加するとはどの

ようなことか3。

（山村俊介先生）

永 続

的 理

解

・技術を構成する際には，

多様な技術的視点から最

適の解とることが重要に

なる。これまで技術を構成

する上で重要視されてき

た能率化，高機能，デザイ

ン，安全確保，効率化，耐

久性向上の視点に加え，環

境への負荷の視点からも

制約条件を注意深くトレ

ード・オフすることであ

る。トレード・オフするに

は，先に挙げたそれぞれの

技術的視点を重視した際

に及ぼされる影響を予測

する必要がある。その結

果，最適な技術として構成

したものに不備が生じれ

ば，改善することも念頭に

置かなくてはならない。

（山村俊介先生）

・まず，新エネルギーの開

発やハイブリッド技術な

ど，環境負荷の軽減を目的

とした先端技術，その効果

と課題の検討，それらの技

術の利用の推進方策など

について調べ，情報を適宜

記録して整理する。次に，

それらの記録を分析・解釈

し，科学的な根拠をもって

推論・判断する。そして，

持続可能な社会の構築の

ためにエネルギー変換に

関する技術が果たしてい

る役割と自然環境の影響

についてレポートにまと

め，発表や討論をしたりす

るとよい。

・生物に対して様々な技術

の導入・管理によって，品

質向上や収量拡大などが

可能になる。品質向上や収

量拡大のためには，土壌整

備，手入れ，収穫に至るま

で，生物と対話しながら導

入技術を工夫する必要が

ある。技術を工夫する際に

は，科学的な知識や経験則

からなる知識を基に，導入

する技術構成を検討し，自

然災害などの影響を考え，

技術導入のタイミングが

重要になる。だが技術を導

入することは，同時に環境

への様々な影響が発生す

るため，これからは省エネ

ルギー化に配慮した技術

を開発する必要がある。

（山村俊介先生）

・ネットワーク環境を利用

する際，人々の欲求を満た

すための利便性の高いア

プリケーションプログラ

ムが多く開発されること

を踏まえると，思慮深く判

断しなければならない。利

用の判断をする際には，そ

のプログラムの利活用だ

けにとらわれず，利活用し

た際に起きる問題も探る

必要がある。ネット社会の

光と影の部分である情報

モラル，自己責任などの条

件をトレード・オフしなが

ら「そんなつもりはなかっ

た」「まさかこんなことに

なるとは」などにならない

ようにする必要がある。

（山村俊介先生）

課 題

例

〔課題例 1〕・次の制約で

下の支柱部分の部品を完

成させなさい。なお，作業

時間の延長はありません。

【制約条件】

 環境条件

工作台（5人で 1台），工

作椅子，両刃ノコギリ，ベ

ルトサンダー（20 人で 1
台），Cクランプ，卓上ボ

ール盤（5人で 1台），木

工バイス

 要求条件

・部品名の制度を保つこと。

・制限時間内（30分×6）で

仕上げること。

・安全確認を意識すること。

（山村俊介先生）

〔課題例 2〕・あなたは，

「未来の自動車と環境対

策」のシンポジュムで，最

近の低燃費車の環境対

策・リサイクルのしやす

さ，そして自分ができる自

動車利用の仕方や環境へ

の負担軽減について発表

することになりました4。

［低燃費車の例］

電気エネルギーの利用

（電気自動車，燃料電池

車）

燃料の工夫（天然ガス

車，メタノール車）

エンジンの改良（直噴エ

ンジン車）

ガソリンと電気の組み合

わせ（ハイブリッド車）

〔課題例 3〕・今年栽培し

たミニトマトは連作障害

を起こしやすい作物なの

で，後輩たちが同じ土地で

ミニトマトを栽培するこ

とが難しくなる。だが，残

された授業はたった 2 時

間。以上を踏まえてミニト

マトの連作障害を回避で

きるよりよい後作用作物

を選定し，その種をまいて

ください。1 限目はミニト

マトの連作障害を回避で

きる作物を選定し，2 限目

は制限時間 40 分でこれか

らの手間がかからないよ

うな環境をつくり，選定し

た後作用作物の種をまき

ます。

（山村俊介先生）

〔課題例 4〕・将来，益々

の発展が予想される情報

技術分野では，現在でも多

くのアプリケーションプ

ログラムが開発されてい

る。その一つとして winny
ように簡単にファイル共

有ができる便利なフリー

ウェアがある。今後もこの

ようなフリーウェアの開

発が進み，インターネット

を介して流通することが

予想される。すなわち，著

作権の利用の可否が問わ

れる時代である。あなたな

ら，どのような情報モラル

的な機能をもたせた共有

ソフトを開発しますか。

（山村俊介先生）
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